






要約:

  日赤医療センターで出生した正常と考えられた極低出生体重児を修学前、就学 1年生、

さらに 3年生と総合的発達検査をおこなった。全知能指数と動作性知能指数は変化しない

が、言語性知能指数は有意に上昇した。身体発育は小柄なものが多かった。微細神経徴候

や、VIQ と PIQ の差などの検査よりすると、学習障害が疑われるにも拘らず、実際、学校

では問題が見られない小児が存在している。これは、障害そのものよりも、親の扱い方が

より関係しているものと考えられた。


